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■長期成果
多様な環境におかれた子どもたちと地域とのつながりを深め、孤立を防ぐ。自助共助の関係の中で、子どもの健全育成
と自立を目指す。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

世代を越えた、多くの人々が関わる「地域の居場所」を活用
しながら「子ども食堂」を行い、地域住民だけでなく、行政、
民生児童委員、大学生なども交えた、たくさんの目で子ども
たちを見守り、支える仕組みをつくる。さらに、多様な環境に
おかれた子どもたちのニーズに合わせて「子ども食堂」や
「活動」を行うことで、食事の提供だけではない子ども食堂の
在り方を実現していきたい。

■活動目標 子どもたちのニーズに合わせた「子ども食堂」や「地域の居場所」づくりを行う。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

①2017.9～2018.9（月１）
②2017.9〜（9/11、
12/10、2018年3/11、6/
３）
③2017.9〜【随時】

①「さきちゃんち」にて「マチイク子ども食堂」、「みちこはうす」
   にて「みちこはうすのおにぎり会」を定期開催。地域の居場
   所「だんだんひろば」の立ち上げに参加。「みちこはうす」、
   「だんだんひろば」にて「ゆる育カフェ」を定期開催。
②「料理人たちと作る！　子ども食堂ランチ会」を開催（年４回）
③「文京区子ども食堂連絡会」「ブンタン（＊民間の要対協）」
   の会議で情報交換、「子ども虐待防止勉強会」開催、「みち
   こはうすクラブ」「学習支援」「放課後全児童向け事業」との
   連携、ひとり親家庭への寄付食材の配布・宅配など。
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活動名 子どもたちを地域で見守り、支える仕組みづくり

子どもを守る目コミュ＠文京区

子どもの健全な育成を支援する活動

④子どもの居場所づくり

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

「みちこはうすのおにぎり会」 「マチイク子ども食堂」 「みちこはうすクラブ」と連携したハロウィンイベント

〒 112-0006
（住所）東京都文京区小日向２−７−５−１０３
（団体名）子どもを守る目コミュ＠文京区
（ホームページ）：https://m.facebook.com/mamorume.bunkyo/

助成金額
　　250,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

（上期の成果）
●「マチイク子ども食堂」（さきちゃんち）に加えて、「みちこはうすのお
   にぎり会」（みちこはうす）を月１回定期開催するようになった。
●「みちこはうすのおにぎり会」は、「みちこはうすクラブ・ゲーム部」と
   「ゆる育カフェ」を合同開催することで、子どもたちと「ゆる育カフェ」
   に参加する地域のお母さんたちだけではなく、「ゲーム部」に参加し
   てくれるお父さんたちとのつながりもできた。また、「ゲーム部」のメ
   ンバーが「ゆる育カフェ」に参加する未就学児の面倒を見てくれるよ
   うになり、ハロウィンなど、季節のイベントも企画、開催してくれるよ
   うになった。
●地域の居場所「だんだんひろば」の立ち上げに加わることで、地域
   の様々な団体やそこに参加する高齢者たちとのつながりができた。
●「文京区子ども食堂連絡会」を通して、他の子ども食堂と情報交換
   をしたり、連携できるようになった。
●子ども食堂や地域の居場所づくりに関わる団体の代表者などで構
   成された「ブンタン（＊民間の要対協）」の立ち上げに参加。この会
   の中で、配慮の必要な子どもたちに対する対応を専門家に教えて
   もらったり、スーパーバイズを受けられるようになった。
（下半期に向けた改善点）
●体制はあるけれども、学習支援を生かしきれていないのが課題で
   ある。
●リフォームが遅れている「しゅうちゃんち（仮）」を、完成予定の５月
   にはオープンできるようにする。平日の夕方および土曜日に、いつ
   でも子どもたちが出入りできる居場所にする。

■実施体制


